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関わることへの大切さ

知って教えることへの大切さ
なぜ？どうして？理由を！！

ごみ減量アドバイザーを受けて 2年、多くのことを学

び・知りました。

①施設見学をしたことにより、処理をしている現場を知

った。…手作業による選別の大変さ。分別と正しい出し

方をしない人がいることにより作業所の悪化。この現場

を見たことにより、なぜきちんと分別しきれいにして出

さなければいけないか理由が分かり納得できた。

②ごみ減量・これもなぜ？どうして？

上田市の焼却施設の老朽化、新たな施設の建設計画が

進まないこと、多額の費用をかけて古い焼却炉を直しな

がら使っていること。…知ることにより、我が家のごみ

袋は大袋から小袋へ（ごみはしっかり分別、Tシャツ等

古布は切って油拭きや汚れ落としに変わり、ちょっとし

た心遣いで随分減ると実感）。ある物をごみにせず有効

利用、3R にも意識することによりごみ減量し、焼却炉

への負担を軽減することも知り・学びました。

皆さんも実際に施設見学をしてみたらいかがでしょ

うか。2 月から 3月にかけて「聞いて・○得・エコ講座」

があります（アクリルたわし、古布利用、ぱっくんの使

い方、生ごみ減量等々、ためになること満載です）。ま

た、環境フェア、消費生活展等でも展示をしてごみ減量

について情報をたくさん出しています。

このような機会に参加されることをおすすめします。

価値観が変わると思います。

ごみ減量に御協力をお願いします。

☆このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行われる

催しをお知らせいたします。催し物がない日でも、気楽

にお出かけください。良い情報交換ができると思います。

★環境に配慮したグリーン購入のお手伝いとして、エコ

文具の販売、ペットボトルから作ったネクタイの販売と、

手づくりのリサイクル品、布ぞうり、袋物、さき織り製

品等の販売をしています。

◎古着の回収

2 月 5日（金）午前 10時から正午

回収する物は、どなたかが着られる状態の衣類

で、破れたり、汚れがあったりするものは回収で

きません。時間内に持参してください。

ごみ減量に御協力ください。

衣類を燃やさずリサイクルしましょう。

平成２８年２月号

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金 古着回収日

6 土 休館日

7 日 休館日

8 月

9 火

10 水

11 木 休館日（建国記念の日）

12 金

13 土 休館日

14 日 休館日

15 月

16 火

17 水

18 木 着物地からロングベスト作り①

19 金

20 土 休館日

21 日 休館日

22 月

23 火

24 水

25 木 着物地からロングベスト作り②

26 金

27 土 休館日

28 日 休館日

29 月

ごみの分別については、インターネットでも御案内しています。（上田市ホームページで「ごみ」を“検索”）



ごみ減量アドバイザーの活動を通して感じたこと

ごみ減量アドバイザーとして、様々な体験をしてきました。そ

の中から印象に残ったいくつかのことを記してみます。

○視察研修

直富商事㈱では、“静脈産業の総合商社”と胸を張り、事業活

動をしていることがわかりました。

○長野県中古自動車リサイクルセンター東部町事業所

「子どもごみ探険隊」で子どもたちと視察に行きました。ここ

では、“地球環境保全、リサイクル社会構築”を掲げ、再資源化

98%を達成し、しかも、世界とつながっていることを知りました。

○㈱水工技建小牧工場（廃プラスチック中間処理施設）

廃プラスチック処理施設の現場で子どもたちは、違反ごみの多

さや強烈な臭いの中で、手作業する社員の姿にびっくりし、「分

別」と「きれいにして出すこと」の大切さを感じたようです。

○消費生活展

関心の広さと深さを感じることができました。

ごみの分別ゲームでは、園児から大人まで幅広い年代の多くの

人たちが参加。子どもの参加が多かったので、子どもたちの生活

に密着した物を準備できれば良かったと反省しています。

○自治会の資源回収

私の自治会では、各家庭年一回は当番に出て、貴重な自治会の

財源にもなっています。そのような場で、「ごみの良しあしで単

価が違う。」と話すと、「えー、知らなかった！」、「本当！！」と
思わぬ反応が返ってきました。最近では、「ごみ集積所に○○さ

んのごみにラベルが貼られて残っている。」と知らせてくれる方

も出てきました。

地域の中で、ちょっとした会話を通してごみに対する意識を向

けていただけること、何気なく雑談をしていくことが啓発活動や

PRにつながっていることを実感しました。

体験コーナー

★空き缶のリサイクル

★牛乳パックのリサイクル

少しの時間で作れる物があります。

生ごみの堆肥化とごみ減量
わかりやすく、すぐ実行できるごみ減

量法をアドバイスいたします（申込不要）。

★生ごみ処理基材「ぱっくん」は、

昨年 4月から無料で配布しています。

生ごみを燃やさず、有効活用しましょ

う。御協力ください。

“焼却炉がギブアップです！！”

申し込み､問い合わせ先

｢エコ・ハウス｣（上田クリーンセンター内） 上田市天神 3-11-31 ℡23－5144
エコ・サポート 21ホームページ http://www.city.ueda.nagano.jp/haiki/kurashi/gomi/eco-house/

さあ！出かけましょう

エコ・ハウスへ

◎わくわく講座（参加費各回 100 円） ※託児は御遠慮願います。
申し込みは 2月 1日（月）以降、電話でエコ・ハウスへ（受付は電話のみ）。

★着物地からロングベスト作り（定員 8名）

不要なものがリサイクルやリフォームで生まれ変わる楽しさを体験しませんか。

日 時：2月 18 日（木）、25 日（木）午前 10 時～午後 3時

持ち物：着物（ほどいて）、裁縫道具、型紙用紙、昼食

諸経費：100 円

材料費：別途


